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４・５月号

　

平
成
二
十
一
年
度
（
財
）
茨
城

県
消
防
協
会
理
事
会
・
評
議
員
会

（
い
わ
ゆ
る
「
総
会
」）
が
、
五
月

十
五
日
（
金
）
に
茨
城
県
市
町
村

会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

会
議
は
、
鈴
木
事
務
局
長
の
司

会
進
行
に
よ
り
、
ま
ず
、
会
議
定

足
数
の
確
認
（
定
数
七
十
四
名
の

と
こ
ろ
出
席
者
六
十
三
名
、
委
任

状
提
出
者
十
一
名
で
過
半
数
を
超

え
、会
議
が
成
立
。）
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
大
塚
会
長
に
代
わ
り
、

当
協
会
常
任
顧
問
で
来
賓
と
し
て

も
出
席
頂
い
た
茨
城
県
議
会
議
長

の
葉
梨
常
任
顧
問
か
ら
主
催
者
の

挨
拶
、
続
い
て
県
生
活
環
境
部
の

岡
田
危
機
管
理
監
か
ら
、
来
賓
を

入
校
式
に
望
む
初
任
科
生

代
表
し
て
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し

た
。
ご
臨
席
頂
い
た
ご
来
賓
は
次

の
方
々
で
す
。

　

・
県
危
機
管
理
監

　
　
　
　
　
　

岡
田　

克
幸　

様

　

・
県
参
事
兼
危
機
管
理
室
長

　
　
　
　
　
　

山
田　

広
次　

様

　

・
県
消
防
防
災
課
長

　
　
　
　
　
　

遠
藤　

延
男　

様

　

・
県
立
消
防
学
校
長

　
　
　
　
　
　

岩
島　

孝
夫　

様

　

・
県
消
防
防
災
課
課
長
補
佐

　
　
　
　
　
　

飛
田　

剛
利　

様

　

引
き
続
い
て
、
昨
年
の
病
気
の

影
響
で
視
力
を
若
干
弱
め
て
い
る

大
塚
会
長
に
代
わ
り
、
葉
梨
常
任

顧
問
が
義
長
と
な
り
、
議
事
録
署

名
人
（
笠
間
市
消
防
団
長　

岡

野
清
右
ヱ
門
様
／
那
珂
市
消
防
団

長　

海
野
藤
男
様
）
を
選
出
し
た

後
、
次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
・
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

○
報
告
第
一
号　

平
成
二
十
年
度

普
通
会
計
収
支
補
正
予
算

○
報
告
第
二
号　

平
成
二
十
年
度

事
業
報
告

○
認
定
第
一
号　

平
成
二
十
年
度

普
通
会
計
収
支
決
算
認
定

○
議
案
第
一
号　

平
成
二
十
一
年

度　

事
業
計
画
（
案
）

○
議
案
第
二
号　

平
成
二
十
一
年

度　

普
通
会
計
収
支
予
算（
案
）

○
議
案
第
三
号　

役
員
等
の
選
任

に
関
す
る
基
準
の
改
正

○
議
案
第
四
号　

役
員
の
補
充

防
災
課
長
）、
続
い
て
県
消
防
協

会
長
祝
辞
（
鈴
木
専
務
理
事
）
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
消
防
学
校
に
お
い
て
、

心
身
の
鍛
錬
と
消
防
職
員
と
し
て

必
要
な
知
識
・
技
能
を
習
得
し
、

半
年
後
に
は
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
消
防
の
担
い
手
と
し
て
巣
立

っ
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

　

消
防
職
員
初
任
教
育
も
第

八
十
八
期
と
な
り
、四
月
八
日（
水
）

午
前
十
時
か
ら
県
立
消
防
学
校
に

お
い
て
、
県
内
二
十
二
消
防
本
部

か
ら
総
勢
百
二
十
名
の
学
生
を
迎

え
、入
校
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
入
校
生
紹
介
、
学
生

宣
誓
に
続
き
、
式
辞
（
岩
島
学
校

長
）、
知
事
告
辞
（
遠
藤
県
消
防

議長を務める葉梨常任顧問

事　業　名 計　　画　　の　　概　　要
１　啓発普及事業
　⑴機関紙「茨城消防」の発行

　⑵火災予防運動

　⑶「日本消防」の配布
　⑷新聞紙上及びラジオによる

防火・防災思想の普及

・「茨城消防」を隔月6,400部発行し、消防団・消防本部・その他消防関係者に配
布する。

・消防庁並びに（財）日本消防協会が行う秋季及び春季火災予防運動に呼応して、
火災予防運動を展開し、火災予防思想の普及高揚を図る。

・防火ポスターの配布
・（財）日本消防協会が発行する「日本消防」を各市町村・各消防本部に毎月配布する。
・新聞掲載及びラジオ放送による火災予防や防災の広報を行い、県民の防火防災思
想の普及高揚を図る。

２　消防団活性化事業
　⑴支部（地区）別団長等懇談

会
　⑵地域交流活動促進助成

　⑶女性消防団結成促進助成

・県内６支部において、消防団長・消防主管課長による懇談会を開催し、消防団活
性化対策等についての意見交換を行う。

・地域ぐるみの防災体制を促進するため、消防団員相互及び消防団と地域住民・企
業等との交流活動等を行う消防団に経費の一部を助成する。

・消防団員減少対策として、機能別消防団の結成促進と合わせ、男女共同参画型社
会の形成を推進し、女性の持つ特性を生かしながら消防活動を実施する女性消防
団を、平成19年度から概ね３年程度で県内全市町村に結成されるよう促進を図る。

　その際、結成する消防団に対し、活動服の製作等に要する経費の一部を助成する。

３　教育指導事業
　⑴消防操法審査員研修会
　⑵消防団長研修会

　⑶理事研修会
　⑷支部消防団員教育訓練助成
　⑸支部活動助成
　⑹消防団員指導員研修会

　⑺女性消防団結成促進大会
　⑻海外消防事情視察研修助成

　⑼消防長会助成
　⑽消防纏会助成
　⑾婦人防火クラブ助成

　⑿婦人防火クラブ指導者研修
会助成

　⒀茨城県幼少年婦人防火委員
会助成

　⒁日本消防協会消防団幹部研
修・幹部候補中央特別研修

　⒂住宅用火災警報器設置推進
事業消防団指導員研修会

・消防ポンプ操法大会審査員養成のための研修会を開催し、審査技術の向上を図る。
・消防団長を対象に、県と共催により研修会を開催し、消防団を巡る諸問題を、研
究協議する。

・消防協会理事・監事を対象に、県外の消防事情視察研修を行う。
・消防協会支部の行う教育訓練事業（操法・規律等）に要する経費の一部を助成する。
・県内６支部の活動に要する経費の一部を助成する。
・（財）日本消防協会の補助により、県立消防学校において消防団員指導員養成課
程を実施する。

・女性消防団の結成を促進するため促進大会を実施する。
・（財）日本消防協会等主催の海外消防事情視察研修参加者に対し、その経費の一
部を助成する。

・消防長会を支援するため、研究会活動に要する経費の一部を助成する。
・元消防団長等で構成する消防纒会の活動を支援するため、経費の一部を助成する。
・婦人防火クラブを育成・支援するため、県婦人防火クラブ連絡協議会に経費の一
部を助成する。

・自主防火防災に対する理解を深めてもらうとともに、自主防災組織の整備を図る
ため、婦人防火クラブの指導者を対象に防火防災の研修会を実施する。

・茨城県幼少年婦人防火クラブを育成・支援するため、茨城県幼少年婦人防火委員
会に経費の一部を助成する。

・（財）日本消防協会主催により実施される、消防団幹部特別研修及び国民保護法
制研修に県内消防団幹部を、また消防団幹部候補中央特別研修に県内の比較的若
い男女消防団員を派遣する。

・住宅用火災警報器の設置を推進するため、指導的立場となる消防団員を育成し、
住宅用火災警報器の設置推進活動を助長して、安全な地域社会の実現に資する。
（各支部単位に研修会を実施）

理事会・評議員会開催平　成
21年度

初
任
科
入
校
式

○
協
議
事
項

　

平
成
二

　

十
一
年
度

の
主
な
行

事
日
程

　

今
年
度
は

議
事
終
了

後
、
鈴
木

事
務
局
長

か
ら
、
①
新

公
益
法
人
制

度
、
②
住
宅

用
火
災
警
報

器
の
設
置
推

進
に
関
す
る

消
防
団
指
導

員
研
修
の
二

つ
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

県　
　

立

消
防
学
校

平成21年度財団法人茨城県消防協会事業計画
事　業　名 計　　画　　の　　概　　要

４　大会開催事業
　⑴消防大会

　⑵消防ポンプ操法大会

　⑶幼年・少年・婦人防火大会

　⑷消防救助技術大会
　⑸全国女性消防操法大会への

出場

　⑹出初式

・県と共催により消防防災思想の高揚と消防関係者の大同団結を図るため開催する。
・消防職・団員・妻女等の定例表彰を行う。
・消防団員の消防ポンプ操法技術の向上を図るため、県と共催で県内６地区で開催
する。
　なお、平成22年度はポンプ車の部において全国大会が実施されることから、こ
の出場チームを決定するため、各地区のポンプ車の部の優勝チームで、全国大会
に出場を希望する消防団による選考会を実施する。
・県幼少年婦人防火委員会、県婦人防火クラブ連絡協議会と共催により県内の民間
防火組織の交流を深め、火災予防思想の高揚を図るため開催する。
・消防職員の救助技術の向上を図るため、消防長会に運営を委託して開催する。
・（財）日本消防協会が主催する「第19回全国女性消防操法大会」が横浜消防訓練
センターで開催されることから、本県代表として常陸大宮市の女性消防団が出場
する。
・県内の消防出初式等に出席する。

５　福祉厚生事業
　⑴日本消防協会定例表彰
　⑵退職消防団員報償
　⑶死亡消防職・団員表彰
　⑷消防関係者叙勲・褒章等受

章祝賀会
　⑸消防殉職者慰霊祭
　⑹弔慰見舞
　⑺茨城県消防関係役職員名簿

の作成
　⑻福祉共催制度等への加入促

進

・日本消防協会定例表彰の候補団体・個人を推薦する。
・在職期間５年～ 15年の退職消防団員に感謝状及び記念品を贈呈する。
・在職期間５年未満の消防団員及び現職消防職員に感謝状を贈呈する。
・春、秋消防関係者叙勲・褒章等の受章者を招待し、祝賀会を開催する。

・殉職消防職・団員の遺族を招いて慰霊祭を執行する。
・傷病、死亡等の会員に弔慰見舞金を贈呈する。
・消防団・消防本部幹部の退団や異動に伴い、茨城県消防関係役職員名簿に変更
が生じているため、これを新たに作成し消防関係機関に配布する。
・（財）日本消防協会が行う福祉共済制度等への消防職団員の加入促進を図る。

６　海外支援事業
海外消防機関への災害時の義
援及び消防資機材の寄贈等

・海外の災害に対する義援及び消防資機材等の不足により、消防活動に支障をきた
す国に対し、国際交流として、使用した消防自動車等を寄贈する。



消
防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別
研
修

日
本
消
防
協
会
主
催
の
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英
英

英
英

英
英

英
英

英
英

英
英

英
英

英
英

英
英

英
英

英

英
英
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英
英
英
英
英
英
英
英
英
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英
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英
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英英英英英英英英英英英英英英英英英英英

　

日
本
消
防
協
会
主
催
に
よ
る
第

八
回
消
防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別

研
修
が
、
次
の
日
程
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

○
男
性
団
員
の
部

　

平
成
二
十
一
年
二
月
十
五
日
〜

　

十
七
日
（
二
泊
三
日
）

　
（
参
加
者
）

　
　

龍
ケ
崎
市
消
防
団

　
　
　

指
導
員　

矢
口　

一
彦

　
　
　

指
導
員　

渡
辺　
　

孝

　
　
　

指
導
員　

山
本　

誠
幸

○
女
性
団
員
の
部

　

平
成
二
十
一
年
二
月
十
八
日
〜

　

二
十
日
（
二
泊
三
日
）

　
（
参
加
者
）

　
　

常
陸
大
宮
市
消
防
団

　
　
　

団　

員　

細
貝　

恵
子

　
　
　

団　

員　

三
次　

雅
子

　

今
回
の
研
修
に
参
加
さ
れ
た
矢

口
さ
ん
（
男
性
団
員
の
部
）
と
三

次
さ
ん
（
女
性
団
員
の
部
）
か
ら

の
寄
稿
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

全
国
各
地
か
ら
総
勢
百
四
十
名

の
消
防
団
員
が
日
本
消
防
会
館
に

集
ま
り
、
三
日
間
の
限
ら
れ
た
時

間
内
で
、
各
班
の
課
題
テ
ー
マ
に

つ
い
て
討
議
を
致
し
ま
し
た
。
私

た
ち
三
十
五
名
に
よ
る
第
三
班
に

は
「
新
た
な
消
防
団
活
動
の
展
開

に
つ
い
て
」
と
い
う
課
題
テ
ー
マ

が
与
え
ら
れ
、
現
在
の
活
動
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
今
後
の
展
開
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
テ
ー
マ
そ
の
も
の
が

と
て
も
広
範
囲
で
意
味
深
く
、
要

点
が
つ
か
み
に
く
く
、
活
動
の
拡

大
化
に
伴
う
団
員
の
負
担
が
重
く

感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
も
あ
り
ま
し
た
が
、
さ
す
が
に

中
央
研
修
に
参
加
さ
れ
た
団
員
か

ら
は
、
そ
の
よ
う
な
意
見
は
出
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

全
国
的
に
消
防
団
員
減
少
の
傾

向
が
み
ら
れ
る
今
日
に
お
い
て
、

災
害
時
に
お
け
る
防
火
・
防
災
活

動
が
手
薄
に
な
り
、
災
害
規
模
の

拡
大
化
も
増
し
て
、
危
機
的
な
活

動
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
で
、

団
員
に
よ
る
積
極
的
な
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
や
広
報
誌
に
よ
る
消
防

団
の
ア
ピ
ー
ル
、
募
集
活
動
に
さ

ら
に
力
を
注
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
に
根
付
い
た
消
防
団
活
動

と
し
て
、
地
域
住
民
と
の
防
火
・

防
災
指
導
の
場
を
さ
ら
に
設
け
る

こ
と
に
よ
り
、
住
民
と
の
連
携
を

密
に
し
、
防
火
訓
練
へ
の
参
加
呼

び
か
け
や
防
災
意
識
を
高
め
て
い

く
活
動
が
再
認
識
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
と
し
て
の
救

急
・
救
命
に
関
す
る
学
習
を
深
め
、

防
火
・
防
災
活
動
の
知
識
や
技
術

の
向
上
を
め
ざ
し
、
住
民
か
ら
の

信
頼
を
得
る
消
防
団
員
の
育
成
も

重
要
視
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

　

団
員
各
々
の
地
域
の
実
情
に

あ
っ
た
、
よ
り
効
果
的
な
訓
練
・

研
修
を
重
ね
、
地
域
性
、
特
性
を

活
か
し
た
消
防
団
活
動
が
期
待
さ

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

討
議
に
お
い
て
、
一
つ
の
答
え

は
出
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
個
々
の

課
題
を
参
加
団
員
各
々
が
地
元
に

持
帰
り
、
更
な
る
検
討
が
さ
れ
る

こ
と
を
望
み
な
が
ら
討
議
・
研
修

が
修
了
致
し
ま
し
た
。
今
回
の
研

修
を
経
験
し
た
団
員
各
々
が
、
同

じ
課
題
を
抱
え
て
全
国
に
再
び

散
っ
て
い
っ
た
。
今
後
も
深
く
長

く
検
討
が
重
ね
ら
れ
、
新
た
な
一

歩
が
踏
み
出
さ
れ
る
こ
と
を
強
く

期
待
致
し
ま
す
。同
じ
愛
護
精
神
・

志
を
持
っ
た
消
防
団
員
が
全
国
各

地
に
お
ら
れ
る
こ
と
が
一
番
心
強

く
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い
経
験
・

研
修
で
し
た
。

　

去
る
二
月
十
八
日
か
ら
二
泊

三
日
の
日
程
で
、
東
京
の
日
本

消
防
会
館
に
て
行
わ
れ
た
「
第

八
回
消
防
団
幹
部
候
補
中
央
特
別

研
修
」
に
参
加
し
て
感
じ
得
た
事

の
一
部
、
団
員
が
足
り
な
い
声
が

多
か
っ
た
。
意
見
交
換
会
の
片
山

会
長
の
挨
拶
の
中
で
の
言
葉
に
も

「
団
員
の
勧
誘
」、
意
見
交
換
会
の

中
で
も
、
研
修
の
中
の
グ
ル
ー
プ

別
課
題
討
議
の
中
で
も
「
人
が
足

り
な
い
、
団
員
が
少
な
い
」
と
い

う
言
葉
は
各
地
域
の
人
達
か
ら
も

数
多
く
出
て
い
ま
し
た
。「
女
性

消
防
団
の
存
在
が
ま
だ
ま
だ
影
の

薄
い
組
織
な
の
で
は
」
と
い
う
声

に
、
今
以
上
に
力
を
入
れ
た
Ｐ
Ｒ

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
意
見
に
対

し
、
各
地
区
か
ら
同
じ
意
見
と
し

て
、
地
元
の
行
事
、
イ
ベ
ン
ト
等

に
参
加
、
協
力
を
す
る
際
に
制
服

を
活
用
す
れ
ば
一
般
の
人
達
に
も

身
近
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
出

来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

他
に
も
意
見
や
問
題
点
は
た
く
さ

ん
出
て
い
ま
し
た
。

　

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の
被
害

の
大
き
さ
、地
域
消
防
団
の
活
躍
、

苦
労
は
本
当
に
大
変
な
こ
と
だ
っ

た
と
身
を
も
っ
て
感
じ
ら
れ
る
話

で
し
た
。
災
害
が
起
き
た
時
何
が

出
来
る
か
、
何
を
す
べ
き
か
、
何

一
つ
頭
に
は
浮
か
ん
で
き
ま
せ

ん
。
自
分
自
身
不
安
な
気
持
ち
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
頃
の

訓
練
の
積
み
重
ね
に
重
要
性
が
あ

り
、
地
元
の
人
達
と
の
交
流
を
密

に
す
る
こ
と
で
慌
て
ず
対
応
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
女
性

特
有
の
優
し
さ
で
、
心
の
ケ
ア
は

災
害
時
に
出
来
る
こ
と
の
一
つ
か

な
と
思
い
ま
す
。

　

在
日
米
軍
司
令
部
地
域
統
合
消

防
隊
予
防
課
長
の
長
谷
川
祐
子
先

生
の
「
子
供
の
た
め
の
火
災
予
防

教
育
」
と
題
す
る
講
話
で
は
、
代

表
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て

「S

止
ま
っ
て

top　

D

倒
れ
て

rop　

and　
R

転
が
っ
て

oll

　G

大

脱

走

reat　

E （
上
手
な
避
難
）

scape

　L

火
災
避
難

earn　

n

訓
練

ot　

to　

B
urn

　R

危
機
管
理

isk　

w

・
危
機
意
識

atch

」

私
達
に
も
出
来
る
、
子
供
達
へ
の

伝
達
、
指
導
『
戻
っ
た
ら
直
ぐ
に

で
も
伝
え
た
い
』
強
い
気
持
ち
で

講
話
に
聞
き
入
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
「
熱
い
心
と
冷
た
い
頭
」
暖
か

く
フ
ォ
ロ
ー
、
ケ
ア
を
し
て
い
く

中
、
常
に
冷
静
さ
を
失
わ
な
い
。

難
し
い
け
れ
ど
大
切
な
言
葉
だ
と

思
い
ま
す
。
一
人
前
の
消
防
団
員

と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
常
に
心

が
け
た
行
動
、
努
力
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

目
の
覚
め
る
貴
重
な
三
日
間
で

し
た
。
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
も
機

会
を
逃
す
こ
と
な
く
参
加
し
、
自

分
自
身
地
域
の
た
め
に
繋
げ
て
い

く
姿
勢
を
心
が
け
て
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
春
の
叙
勲
・
褒

章
受
章
者
が
四
月
二
十
九
日
に
総

務
省
か
ら
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
は
、
春
の
叙
勲
が
十

四
名
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が

十
二
名
、
藍
綬
褒
章
が
一
名
、
合

計
二
十
七
名
の
皆
様
が
受
章
の
栄

に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

　

勲
記
・
勲
章
は
、
五
月
七
日

（
木
）、
県
庁
に
お
い
て
、
橋
本
知

事
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
（
総
務
省
消
防
庁
）
の
伝
達

式
は
、
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
が

五
月
十
三
日
（
日
本
青
年
館
）、

春
の
叙
勲
が
五
月
十
八
日
（
日

消
ホ
ー
ル
）、
春
の
褒
章
が
五
月

十
九
日
（
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
ホ

テ
ル
）
に
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
、

同
日
の
午
後
に
は
、
皇
居
拝
謁

（「
豊
明
殿
」）
も
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

○
阿あ

久く

津つ　

進
す
す
む

（
七
十
三
）

　

元　

城
里
町
七
会
消
防
団　

団

長

　

消
防
歴　

四
十
七
年
一
月

○
荒あ

ら

井い　
　

助
た
す
く

（
六
十
六
）

　

元　

利
根
町
消
防
団　

副
団
長

　

消
防
歴　

三
十
五
年

　

利
根
町
在
住

○
小お

倉ぐ
ら　

英え
い

司じ

（
七
十
二
）

　

元　

筑
西
市
消
防
団　

副
団
長

　

消
防
歴　

五
十
年
三
月

　

筑
西
市
在
住

○
神か

み

長な
が　

四よ
つ

男お

（
七
十
四
）

　

元　

大
子
町
消
防
団　

分
団
長

　

消
防
歴　

三
十
八
年
八
月

　

大
子
町
在
住

○
河か

わ

西に
し　

　

誠
ま
こ
と

（
七
十
一
）

　

元　

美
和
村
消
防
団　

団
長

　

消
防
歴　

三
十
九
年

　

常
陸
大
宮
市
在
住

○
君き

み

山や
ま　
　

武
た
け
し
（
七
十
五
）

　

元　

千
代
田
町
消
防
団　

団
長

　

消
防
歴　

四
十
一
年
六
月

　

か
す
み
が
う
ら
市
在
住

○
清し

水み
ず　

　

薫
か
お
る

（
七
十
六
）

　

元　

東
村
消
防
団　

団
長

　

消
防
歴　

三
十
二
年
四
月

　

稲
敷
市
在
住

○
田た

中な
か　

親ち
か

夫お

（
七
十
一
）

　

元　

那
珂
市
消
防
団　

副
団
長

　

消
防
歴　

四
十
八
年
七
月

○
小お

野の　
　

武
た
け
し
（
七
十
九
）

　

元　

水
戸
市　

消
防
司
令
長

　

消
防
歴　

三
十
六
年
六
月

　

水
戸
市
在
住

○
木き

村む
ら　

　

進
す
す
む

（
七
十
一
）

　

元　

高
萩
・
十
王　

消
防
監

　

消
防
歴　

三
十
三
年

　

高
萩
市
在
住

○
飛と

び

田た　

信し
ん

一い
ち

（
七
十
）

　

元　

ひ
た
ち
な
か
市　

消
防
正

監

　

消
防
歴　

四
十
一
年
八
月

　

ひ
た
ち
な
か
市
在
住

○
小お

薗そ
の

井い

芳よ
し

夫お

（
七
十
二
）

　

元　

ひ
た
ち
な
か
市　

消
防
正

監

　

消
防
歴　

三
十
九
年
八
月

　

ひ
た
ち
な
か
市
在
住

○
成な

る

島し
ま　

　

耀
あ
き
ら

（
七
十
）

　

元　

土
浦
市　

消
防
正
監

　

消
防
歴　

四
十
一
年
十
一
月

　

土
浦
市
在
住

○
中な

か

條じ
ょ
う

　
　

卓
た
か
し

（
七
十
二
）

　

元　

日
立
市　

消
防
監

　

消
防
歴　

四
十
一
年
七
月

　

日
立
市
在
住

○
中な

か

村む
ら　

　

晃こ
う

（
六
十
六
）

　

元　

取
手
市　

消
防
監

○
初は
つ

澤ざ
わ　

万か
ず

男お

（
七
十
）

　

元　

茨
城
西
南　

消
防
正
監

　

消
防
歴　

三
十
二
年
六
月

　

下
妻
市
在
住

　

城
里
町
在
住

○
荒あ

ら

井い　
　

壯そ
う

（
七
十
五
）

　

元　

常
総
市
水
海
道
消
防
団

　

団
長

　

消
防
歴　

五
十
四
年
六
月

　

常
総
市
在
住

○
松ま

つ

崎ざ
き　

誠せ
い

次じ

（
七
十
三
）

　

元　

北
茨
城
市
消
防
団　

団
長

　

消
防
歴　

四
十
五
年
三
月

　

北
茨
城
市
在
住

○
渡わ

た

邉な
べ　

　

忠
た
だ
し

（
七
十
）

　

元　

土
浦
市
消
防
団　

団
長

　

消
防
歴　

四
十
八
年
四
月

　

土
浦
市
在
住

　

消
防
歴　

三
十
九
年
八
月

　

守
谷
市
在
住

○
下し
も

山や
ま

田だ　

登
の
ぼ
る

（
七
十
一
）

　

元　

日
立
市　

消
防
監

　

消
防
歴　

四
十
二
年

　

高
萩
市
在
住

○
中な

か

村む
ら　

輝て
る

夫お

（
六
十
七
）

　

元　

筑
南
広
域　

消
防
監

　

消
防
歴　

四
十
一
年
五
月

　

つ
く
ば
市
在
住

○
長は

谷せ

川が
わ

義よ
し

之ゆ
き

（
七
十
二
）

　

元　

水
戸
市　

消
防
監

　

消
防
歴　

三
十
七
年
十
月

　

水
戸
市
在
住

○
鹿か

窪く
ぼ

伊い

和わ

夫お

（
六
十
九
）

　

元　

鹿
島
南
部　

消
防
正
監

　

消
防
歴　

四
十
年
五
月

　

鹿
嶋
市
在
住

○
濱は

ま

野の　
　

操
み
さ
お

（
七
十
二
）

　

元　

筑
西
広
域　

消
防
正
監

　

消
防
歴　

四
十
年
七
月

　

筑
西
市
在
住

編 

集 

後 

記

　
「
茨
城
消
防
」
の
担
当
も
二
年

目
に
入
り
、
今
年
度
第
一
号
が
順

調
に
滑
り
出
せ
ま
し
た
。
昨
年
度

は
発
行
に
あ
た
り
、
周
り
の
人
に

多
大
な
る
ご
支
援
を
頂
き
ま
し

た
。改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

梅
雨
の
季
節
に
な
り
、
体
調
を

崩
し
が
ち
に
な
り
ま
す
が
、
気
合

い
を
入
れ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
、
各
地

の
消
防
に
関
す
る
行
事
や
珍
事
な

ど
、
記
事
の
提
供
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
（
な
）

○
泉い
ず
み

　
　

孝た
か

友と
も

（
六
十
三
）

　

現　

潮
来
市
消
防
団　

団
長

春の叙勲伝達式（日消ホール）

研修に参加した常陸大宮市消防団
（左から三次さん、細貝さん）

平　
　

成

二
十
一
年

春
の
叙
勲
・
褒
章

春
の
叙
勲

潮来市消防団　泉団長ご夫妻

「
消
防
団
幹
部
候

補
中
央
特
別
研
修
」

に
参
加
し
て

研修に参加した龍ケ崎市消防団
（左から渡辺さん、山本さん、矢口さん）

　
　

龍
ケ
崎
市
消
防
団

矢
口　

一
彦

　
　

常
陸
大
宮
市
消
防
団

　
　

三
次　

雅
子

第
十
二
回
危
険
業
務

従
事
者
叙
勲

藍
綬
褒
章

　

那
珂
市
在
住

○
野の

口ぐ
ち　

　

正
た
だ
し

（
八
十
五
）

　

元　

八
千
代
町
消
防
団　

団
長

　

消
防
歴　

三
十
三
年
九
月

　

八
千
代
町
在
住

○
吉よ
し

田だ　
　

正
た
だ
し
（
八
十
三
）

　

元　

牛
久
市
消
防
団　

団
長

　

消
防
歴　

三
十
一
年
十
月

　

牛
久
市
在
住

　

受
章
者
の
皆
様
の
永
年
に
わ
た

る
ご
尽
力
と
ご
功
績
に
対
し
、
心

か
ら
の
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　

以
下
、
順
不
同
に
て
受
章
者
の

略
歴
並
び
に
国
の
伝
達
式
の
様
子

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
（　

）
は
発
令
日
現
在
の
年
齢

瑞
宝
小
綬
章

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
単
光
章

瑞
宝
双
光
章

　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

克
幸

・
参
事
兼
危
機
管
理
室
長
（
原

子
力
安
全
対
策
課
長
）

　
　
　
　
　
　
　

山
田　

広
次

・
消
防
防
災
課
長
（
県
立
消
防

学
校
長
）　　

遠
藤　

延
男

・
県
立
消
防
学
校
長
（
障
害
福

祉
課
副
参
事
）

　
　
　
　
　
　
　

岩
島　

孝
夫

・
消
防
防
災
課
課
長
補
佐
﹇
消

防
担
当
﹈（
農
政
企
画
課
課

長
補
佐
）　　

飛
田　

剛
利

定
期
人
事
異
動

　

平
成
二
十
一
年
度
の
県
定
期

人
事
異
動
に
伴
い
、
県
消
防
関

係
幹
部
職
員
に
異
動
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

※
（　

）
は
前
職

　

茨
城
県

・
生
活
環
境
部
長
（
理
事
兼
東

京
事
務
所
長
）

　
　
　
　
　
　
　

椎
名　
　

操

・
危
機
管
理
監
（
産
業
立
地
推

進
東
京
本
部
長
）

　

消
防
歴　

三
十
六
年
一
月

　

潮
来
市
在
住


